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てきた。昨日への回帰が望めない WITH コロナは VUC（変動性・ 

不確実性・複雑性・曖昧性）に通じる手探りの「明日」への適応力が 

課題と言える。組織として定型的・反復的な「こなす仕事」の開放 

から経営のキモとなる「仕掛ける仕事」の追及になると、アクション 

と共にシンキング・チームワークの問題発見力・創造力・発信力等 

高質なコミュニケーション力が問われてきたことは自明である。 

 

 

 

 

 

2020 年 8 月フォーラム；リカレント委員会&勉強会；実施報告： （R 委員会 NEWS 第３号） 

WITH コロナのリカレント教育～オンライン化の先に見える社会人基礎力～ 

■2020 フォーラム８月リカレント委員会&勉強会を開催致しました。（ご報告） 
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■日時；2020 年８月２２日（土）１０時～１２時／参加者：１５名（企業 8・大学３・講師１・協議会３）/ZOOM  

■【１部】；進行司会；渡邉副委員長：①開講挨拶 ②ガイダンス ③参加者自己紹介（近況報告／参加理由等）  

１、リカレント委員会トピック；（株）日経 HR 北村由紀子氏：開発「WEB 診断」紹介と活用の展望。（監修；協議会） 

２、勉強会テーマ「企業におけるコミュニケーションのオンライン化のメリット&デメリット」（事例紹介者；中尾氏）・・・

■【2 部】「ブレイクアウトセッション実施」（約 30 分）；（1 組・長尾；2 組・芝原；3 組・渡邉）／参考情報提供・・・：

３、①オンライン化事例紹介（営業・顧客行動他） ②業務の変化（社内会議・オフィス変化） ⓷変化の観点  

４、意見交換（3 組×5）⇒代表発表／1 組（前向きに工夫）：2 組（実践の取組み）；3 組（モチベーションに工夫）・

５、総括（芝原）；主体的に変化享受、会社と個人の関係性を深耕する時／（渡邉）次回 10/24 案内と参加御礼 

■委員長コメント～「与件の中で結果を出す」～ 

●「オンライン化」の大学・企業の現状を 6 月来

３回のフォーラムを通して伺ってきた。デメリット

を「旧来の悪弊打破」や「生産性の改善」「人‣モ

ノ‣カネ‣情報」改革の機会と捉えた大きな変革

（オフィス閉鎖）や主体的な小さな工夫（みんな

で会議他）の積み重ねから、企業は逞しく前を

向いて動き始めていることを実感した。ここで

企業と個人の関係性が問われ、特に双方の「存

在意義」に真剣に向き合い、日本型経営変革の

時を迎え、自律的な個人が求められてきた。 

■【ブレイクアウトセッション報告】；今回テーマ「企業におけるコミュニケーションのオンライン化のメリ

ト/デメリット」。意見交換の事前情報として W 社の事例を拝聴。4 月に始まった同社のリモート体勢

は 6 月に全社在宅勤務となりオフィスも閉鎖。社員反応は⓵現実型②葛藤型⓷転換型であった。  

一方、求心力低下、エンゲージメント（愛社心）に影響大きく「会社と個人との関係性」を深く考える

機会となった。リモートは「この会社は何のために存在するのか」と言う本質を問う時となった。参加者

の声は●ほぼ全員がリモートを前向きに捉え、仕組みやマインドを変化・工夫して今後に備えている。

●職場や機能（管理・営業・開発・研究・製造）を区別し全社一律対応は避けて、効果性・労働生産性

を尊重する体制を敷く。●大学の授業運営は教員側の工夫で何とか進んでいるが、登校不可の学生

のモチベーション維持は難題。●受身型には向かない状況になってきた。幼少期から主体的な行動力

養成が必要であろう。●オンライン化は社会人基礎力 3 つの能力の重要さを実感する。（以上） 

       


